
平成２７年９月第３回定例会
（全て　一問一答）

質問者 質　問　の　要　旨

・ 流域下水の延伸について

・ 公共下水の進捗状況について

（１） 高齢者福祉について ・
高齢者の健康増進、生きがいづくりの観点から、シルバー
人材センターの更なる有効活用ができないか

（２） 子育て支援について ・
町立幼稚園、保育所の通園通所児童を持つ保護者への
助成について

（３）
各種相談窓口の拡充
について

・
来訪者の真意を的確に汲み取り対処できるよう、専門資
格を持つカウンセラーを相談窓口に配置出来ないか

（４） 主権者教育について ・
来年参議院選挙から導入される１８才選挙権に関連して、
新たに選挙権を持つことになる年少者に対する主権者教
育を、今後本町としていかに取り組んでいくか

（１）
「地方創生」事業につ
いて

・
婚活応援事業、子育て支援事業、定住促進事業など「地
方創生」事業が進められているが、進捗状況はいかがか。

（２）
生活保護行政につい
て

・

家賃補助の引き下げなど、生活保護水準の切り下げがお
こなわれているが、受給者の実態はどうあると考えるか。岬
町は福祉事務所を直接運営する立場にはないが、受給
者の生活と権利を守る役割を果たすよう求める。

・ 小中学校の学力を伸ばす施策について

・ 小学校と中学校の連携について

・ ３小学校の今後について

・ スマートウエルネスシティの導入について

・ 伝統文化の継承について

・
現在の運動広場、公園の利用状態、今後整備計画につ
いて

・ 岬町の魅力を発信する手段について

・ 岬町の課題に取り組む手段について

坂原　正勝

一　般　質　問　通　告　一　覧　表

質問事項

和田　勝弘 （１）
多奈川地域への下水
道計画について

学校教育について

中原　　晶

竹原　伸晃

（１）

（２） 生涯学習について

（３）
岬町の魅力と課題に
ついて



質問者 質　問　の　要　旨質問事項

（１）
地方創生の目的につ
いて

・ 目的及び今後の計画

（２）
地方創生の実現につ
いて

・ 実現するための具体的施策について

（３）
地方創生の職員採用
について

・ 職員の育成及び構成メンバーについて

・ 乳幼児検診について

・
特別な支援が必要な子どもに対しての各年代別のサポー
トについて

・ 道の駅のコンセプトは？

・ 「誰が」「誰へ」「何を」提供する道の駅なのか？

・ ５年先10年先のビジョンは？

（３）
“消滅可能性都市”岬
町における今後の“生
き残り”策について

・

目立った産業がないために人口減少から衰退の一途を
辿っている岬町。今後このままでは「町がなくなってしまう」
可能性がある危機的な状況をどのように立て直すのか？
今後10年先に向けての岬町の活性化策とは？

（１）
公共施設の維持管理
運営

・

指定管理者制度について
　 1.当町施設の指定管理者数は
　 2.指定管理者に対する監督
　 3.監査

（２） 学校教育 ・

食育指導・学校給食費について
　 1.義務教育における学校給食費有償は
     強制か任意か
　 2.学校給食有償根拠・給食費請求権者は

（３）
道の駅「みさき」整備計
画に
ついて

・

夕野池・カイカ池等の埋立計画（案）について
 　1.なぜ埋立が必要なのか
 　2.道の駅計画当初は池の埋立計画（案）の
     説明が無かったようであるが
　 3.両池の埋立による農政に支障が無いのか、
    また水利権の補償は

道の駅のコンテンツに
ついて

田島　乾正

小川　日出夫

松尾　　匡

（１）
特別なニーズ・支援を
必要とする子どもに対
する支援について

（２）


